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４．フロン類の使用状況 

（１）世界におけるフロン類の生産量・消費量 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 13 世界におけるフロン類の生産量の推移（1980～2003年） 
集計は AFEASに登録のあったデータのみ 

（出典）The Alternative Fluorocarbons Environmental Acceptability Study (AFEAS) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 14 世界の CFC及び HCFC消費量に占める日本の割合 
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モントリオール議定書に基づき先進国における生産量の削減が進展した結果、世界にお

けるフロン類の生産量は減少し、CFCから HCFC、さらに HFCへの転換が進んでいる。 

世界の CFC及び HCFC消費量に占める日本の割合は、それぞれ約 10％と約 14％である。
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CFCは 1989年～2000年の累積消費量、HCFCは 1992年～2000年の累積消費量における割合 

（出典）Production and Consumption of Ozone Depeleting Substances under the Montreal Protocol (UNEP)
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（２）代替フロン等 3ガスの排出量の推移と我が国の位置付け 
 
 
 
 
 
 
    

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
図 15 付属書Ⅰ国の代替フロン等 3ガス排出量推移（左） 

及び非付属書Ⅰ国も含む主要国の代替フロン等 3ガス排出量シェア（右） 
（出典）産業構造審議会化学・バイオ部会第 12 回地球温暖化防止対策小委員会資料 
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図 16 附属書Ⅰ国の地域別代替フロン等 3ガス排出量割合の推移 
（出典）産業構造審議会化学・バイオ部会第 12 回地球温暖化防止対策小委員会資料 

2002年時点で、京都議定書附属書Ⅰ国全体の３ガスの排出量は基準年比約 10％増加して
いるが、日本は 45％削減している。また、附属書Ⅰ国にその他主要排出国を含めた排出
量では、米国、中国、ロシア、日本、韓国の上位５か国で全体の約 75％を占める。 

北米の排出量は、1995年から 2002年まで年間平均 4.9％で増加してきた。我が国の排出
量は同期間中、年間平均-7.8％で推移してきた。 
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（３）日本におけるフロン類の出荷量 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
図 17  日本におけるフロン類出荷量の推移（1989年～2002年） 

（出典）産業構造審議会化学・バイオ部会第 10回地球温暖化防止対策小委員会資料 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 18 日本におけるフロン類出荷量の推移（1989年～2002年） 
（出典）産業構造審議会化学・バイオ部会第 10回地球温暖化防止対策小委員会資料 

日本におけるフロン類の出荷量は着実に減少し、HFC等への転換が進んでいる。 
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図 19  用途別フロン類出荷量の推移（1989年～2002年） 
（出典）産業構造審議会化学・バイオ部会第 10回地球温暖化防止対策小委員会資料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

図 20  2004年のフロン類出荷量の内訳 
図内の数値は割合（％）を示す 

（出典）フルオロカーボン協会提供資料を基に環境省作成 
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（４）フロン類の市中ストック量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図 21 フロン類の推計市中ストック量（平成 15年度） 
 

フロン類の市中ストック量が多い用途を中心に掲載。フロン類の市中ストックとしては、図に掲載したものの

ほか、業務用冷凍空調機器以外の機器用断熱材や工業資材に用いられる発泡剤や洗浄用途、エアゾール等があ

る。なお、カーエアコンに使用されているフロン類の市中ストック量については、HFC冷媒使用自動車のみの

推計値である。 

（出典）産業構造審議会化学・バイオ部会第 12回地球温暖化防止小委員会資料、 

平成 16年度業務用冷凍空調機器からのフロン排出抑制方策検討調査報告書（環境省請負業務報告書）、 

平成 15年度建材用断熱材フロン対策検討調査報告書（環境省請負業務報告書）、 

平成 16年度オゾン層破壊物質の排出量推計手法に関する調査報告書（野村総合研究所） 

を基に環境省作成 

 

過去に生産され、機器等に封入されて現在使用されているフロン類の市中ストック量は、

平成 15年度時点で約 33万トン以上になると推計されており、うち約 7割が冷媒用途で使
用されている。 
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（５）フロン類の廃棄量推計 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22  冷媒に用いられるフロン類の廃棄量の推移 
（出典）平成 16年度オゾン層等の監視結果に関する年次報告書（環境省） 

（平成 12年 7月 31日環境省報道発表資料「冷媒フロンの廃棄等の見通しについて」を基に作成） 
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冷媒用途に用いられるフロン類の廃棄量推計によると、現在 HCFCの廃棄量がピークを迎
えており、将来 HFCの廃棄量がこれを上回ると予想される。一方、建材用断熱材用途に用
いられるフロン類の除却時排出量推計によると、現在建築物に使用されている CFC含有断
熱材の廃棄のピークは 2015年以降であり、排出量も相対的に少ない。 
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図 23 建材用断熱材に用いられるフロン類の除却時排出量の推移 
（出典）平成 15年度建材用断熱材フロン対策検討調査報告書（環境省請負業務報告書） 
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